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構造・電子的に適した電荷種（イオン）

を設計・合成し、その間にはたらく相互作

用を制御することによって、電荷的に中性

なユニットからなる集合体には観測され

ない物性を発現する電子機能マテリアル

への展開が可能になる。このとき、相反す

る電荷種間での交互積層や分離積層、さら

にこれらが部分的に寄与した集合体形態

が形成されうる（図 1）。とくに、電荷種分

離配置型集合体においては、電荷キャリアの増加に応じてカラム内での静電反発の低下が生じうるこ

とから、高密度でのキャリア充填が可能な有機半導体素子への展開が期待できる。	 

電子機能性を付与した負電荷種を構成ユニットとして利用するには、（ハライド）アニオンとの高い

会合能を有するπ共役系分子を設計・合成し、平面状レセプター‒イオン会合体を形成することが効果

的である。これまでアニオン認識能を有するπ共役系分子をビルディングブロックとした、多様な集

合体や組織構造の形成を明らかにしている。[1,2] 実際に、レセプター–アニオン会合体と適切な対カチ

オンを共存させることによって、交互積層や分離積層の寄与を有するカラムナー構造からなるサーモ

トロピック液晶性を発現することを見いだした。[3,4] このとき、電荷種の規則配置に起因した電気伝導

性を示すことを明らかにした。[4] すなわち、集合化可能な電荷種を設計することによって、電荷種間

での相互作用を利用した規則配列構造を実現し、さらに電子機能性を付与する戦略を新たに提示でき

たといえる。[5] 	 
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図 1デザインされた電荷種からなるさまざまな集合体形態   
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